
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

    

 

人
力
車
に
乗
っ
て
み
よ
う
！ 

ぶ
ら
り
山
口
竪
小
路 

人
力
車
運
行
サ
ー
ビ
ス 

ご
案
内 

 

 

か
つ
て
の
菜
香
亭
に
は
、
お
客
さ

ん
や
芸
者
さ
ん
が
人
力
車
に
乗
っ
て

来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
昔
の

風
情
に
触
れ
な
が
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

山
口
を
観
光
さ
れ
る
方
、
山
口
の

魅
力
を
新
た
に
発
見
し
て
み
た
い
方

に
是
非
お
す
す
め
し
ま
す
。
菜
香
亭

を
起
点
に
し
て
、
※
大
内
文
化
特
定

地
域
を
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

◎
結
婚
式
の
前
撮
り
や
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
料
金
等
が
異
な
り
ま
す
の

で
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

 ○乗車方法 

  ・予約制（事前に山口市菜香亭にお電話ください。） 

  

 ○コース・料金 

  ・乗車時間１５分 (片道コース／周回コース) 

    １名様 ２,５００円  ２名様 ３,０８０円 

  ・乗車時間３０分 (片道コース／周回コース) 

    １名様 ４,１１０円 ２名様 ６,１７０円 

・乗車時間 4
5 分 (片道コース／周回コース) 

    １名様 ７,２００円 ２名様 １０,２８０円 

 

井
上
馨
と
伊
藤
博
文
が
長
州
藩
の
無
謀
な
戦
争
を
中
止
さ
せ
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
三
ヶ
月
の
船
旅
を
経
て
、
命
か
ら
が
ら
帰
国
し
た
と
き
身
を
置
い
た
の
が
豪
商

萬
代
家
の
離
れ
座
敷
「
十
朋
亭
」
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
藩
主
毛
利
敬
親
を
は
じ
め
藩

の
幹
部
た
ち
の
説
得
に
通
い
ま
し
た
。 

 

幕
末
の
志
士
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
四
月
に
萩
か
ら
山
口
に
藩

庁
を
移
し
た
と
き
、
藩
士
た
ち
の
仮
の
住
居
と
し
て
藩
が

山
口
の
民
家
か
ら
藩
士
た
ち
の
宿
泊
所
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
が
、
豪
商
萬
代
家
の
離
れ
「
十
朋
亭
」
で

す
。
住
人
た
ち
は
住
ま
い
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
若

い
武
士
た
ち
の
面
倒
を
親
身
に
な
っ
て
お
世
話
し
た
そ

う
で
す
。 

萬
代
家
は
、
江
戸
時
代
一
七
八
〇
年
頃
か
ら
醤
油
の
商

い
で
大
い
に
栄
え
て
い
ま
し
た
。
藩
か
ら
も
商
才
を
認
め

ら
れ
家
業
の
か
た
わ
ら
「
越
荷
方
会
所
」
（
今
で
い
う
貿

易
品
の
取
り
扱
い
所
）
の
頭
取
を
勤
め
、
幕
末
の
藩
の
軍

資
金
集
め
に
尽
く
し
ま
し
た
。 

最
初
の
宿
泊
人
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
の
は
、
藩
の
重
役

で
あ
っ
た
周
布
政
之
助
で
す
。
そ
の
後
、
こ
こ
を
利
用
し

出
入
り
し
た
の
は
、
桂
小
五
郎
（
後
の
木
戸
孝
允
）
、
久

坂
玄
瑞
、
高
杉
晋
作
、
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
、

等
で
す
。
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
き
っ
と
登

場
す
る
で
あ
ろ
う
面
々
。
か
れ
ら
の
当
時
の
体
温
を
感
じ

た
い
方
に
は
是
非
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
歴
史
的
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。 

十
朋
亭 

～
幕
末
の
志
士
を
陰
で
支
え
た 

山
口
の
町
人
た
ち
～ 

 

 

大
内
文
化
特
定
地
域
に
は
、
大

内
ゆ
か
り
の
八
坂
神
社
、
龍
福
寺
、

一
の
坂
川
周
辺
や
、
幕
末
に
長
州

藩
士
が
集
っ
た
十
朋
亭
、
明
治
時

代
栄
え
た
造
り
酒
屋
の
母
屋
を
整

備
し
て
山
口
の
伝
統
工
芸
を
伝
え

る
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

じ
っ
ぽ
う
て
い 

｢

十
朋
亭
」
の
建
築
時
期
は
千
八
百
年
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
明
治
以
降

に
一
部
修
復
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
そ
の

ま
ま
で
、
当
時
の
民
家
建
築
の
様
式
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
菜
香
亭
の

見
学
と
併
せ
て
ど
う
ぞ
…
。 

伊
藤
博
文
び
い
き
の
萬
代
家 

特
に
伊
藤
博
文
は
、
総
理
大
臣
の
忙
し
い
激
務

の
中
で
も
昔
の
人
へ
の
恩
義
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
明
治
二
十
四
年
に
は
利
兵
衛
の
古
希
の
祝
い

に
掛
け
軸
や
扁
額
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
細
か
い
気
遣
い
を
さ
れ
る
伊
藤
博
文
に
つ
い

て
、
五
代
目
利
兵
衛
を
は
じ
め
萬
代
家
の
人
た
ち

は
、
「
偉
く
な
ら
れ
て
も
気
さ
く
で
、
暖
か
い
気

持
ち
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
」
と
の
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
時
代
も
続
い
た
交
友
関
係 

十
朋
亭
の
所
蔵
に
、
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
の
寄

書
の
大
杓
子
が
あ
り
ま
す
。
日
露
戦
争
の
と
き
広

島
に
で
き
た
陸
軍
病
院
に
利
兵
衛
が
寄
附
金
を

も
っ
て
慰
問
に
出
向
い
た
こ
と
の
お
礼
に
伊
藤

博
文
が
贈
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
井
上
馨
が

還
暦
の
祝
い
で
宴
席
を
も
っ
た
時
、
そ
の
杓
子
に

書
き
添
え
ま
し
た
。
井
上
の
寄
書
に
は
、
「
イ
ギ

リ
ス
か
ら
帰
っ
て
避
戦
・
開
国
を
献
言
し
、
旧
友

と
激
論
を
交
わ
し
た
と
き
に
は
萬
代
家
に
大
変

お
せ
わ
に
な
っ
た
な
ぁ
…
あ
れ
か
ら
三
十
三
年

と
い
う
年
月
が
流
れ
た
が
、
何
度
思
い
返
し
て
も

面
白
く
懐
か
し
い
。」
と
漢
詩
に
詠
ん
で
い
ま
す
。 

（
大
杓
子
は
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
） 

明治２８年に伊藤博文から贈られた宮島名物の大杓子。長さ約９０㎝。 明治になっても家族ぐるみのつきあいをした。 

十朋亭の入り口。風情のある街並みにある。 今から約２００年前に建てられたものが現存している。 

 
 

 

実
は
こ
の
人
力
車
、
今
女
子
卓
球

界
を
背
負
っ
て
立
つ
山
口
市
出
身

「
石
川
佳
純
選
手
」
も
乗
っ
て
い
ま

す
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
団

体
で
銀
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
と
き
、
山

口
の
商
店
街
を
凱
旋
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。
そ
の
と
き
使
わ
れ
た
の
が
、

ま
さ
に
こ
の
人
力
車
。
以
後
縁
起
の

い
い
人
力
車
と
言
わ
れ
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。 

山口の商店街はかすみファンで大にぎわいでした。 

さかもとみゆき さん 

山口市在住の漫画家。  

漫画教室も随時開催され、後

進の育成にも尽力されていま

す。菜香亭サポーターズとして

もご協力いただいています。 

目線が高く、いつもと違った町の風景画楽しめます。 

こ
し
に
か
た
か
い
し
ょ 

※ 
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